
（アンケートから一部抜粋） 

・グループが変わるといろいろな視点から意見が出るのが面白かった。 

・さまざまな考えや意見を持つ方と交流でき、自分の考えが深まった。 

・皆さん、よりよい町づくり、もっと良くしようという意識を感じた（水俣を愛している人が多い）。 

・全てのテーマにおいて、重要なのは「ヒト」だと感じた。 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時  平成３０年７月１８日（水）１９時～２１時 

会場  秋葉会館４階多目的ホール（旧庁舎裏） 参加者数 ３８名 

参加者が５つの分野「人づくり・産業経済・保健医療福祉・環境（快適な暮らし）・生活基盤

（安全安心）」に分かれ、それぞれが思い描く１０年後の水俣の姿について意見交換を行いま

した。 

当日は熊本県立大学の明石照久名誉教授をファシリテーターとしてお招きし、時間ごとに

席替えを行い、様々な立場から自由に意見交換を行う「ワールドカフェ方式」でワークショッ

プを進行しながら話を深めることができました。 

各テーブルでは、水俣のお茶とお菓子を囲みながら、カフェのようなくつろいだ雰囲気の

中、思い思いに水俣の未来について語り合いました。 

（問い合わせ先） 

水俣市政策推進課 政策推進室 

電話：0966-61-1606（直通）  

E-mail：kikaku@city.minamata.lg.jp 


